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議会だより２００号記念議会だより２００号記念
創刊号～第50号（昭和50年～昭和62年）

第101号～ 150号（平成11年～平成23年）

第51号～第100号（昭和62年～平成11年）

第151号～ 200号（平成23年～令和５年）

○第28号（昭和57年６月18日発行）

○第118号（平成15年８月１日発行） ○第153号（平成24年２月１日発行）

○第97号（平成10年11月17日発行）○現在は「こう」なっています

○現在は「こう」なっています
　第125号（平成17年5月1日発行）

○現在は「こう」なっています

○現在は「こう」なっています

↑校舎完成、改修完了
山下第一小学校の現在の校舎は昭和59年
２月に完成、その後随時改築を行い現在に
至ります。

～当時の議案～
・�昭和56年度山下第一小学校用地造成工事請負契約
　�　用地買収が完了した山下第一小学校の造
成工事について議論され、原案のとおり可
決されました。

～当時の議案～
・�亘理町・山元町合併協議会設置議案
　�　当時の両町長を委員長・副委員長と
する協議会が設置され、両町合併につ
いての議論が本格的に開始されました。

～当時の議案～
・山元町震災復興計画について
　�　東日本大震災調査特別委員会に審議が付託
され、新JR常磐線の整備やそれに伴う新市街
地の形成、県道相馬亘理線の高盛土構造化な
どが議論され修正案を提出し、可決されました。

～当時の議案～
・山下中学校の早期建築を求める決議
　（原案のとおり可決）
　�　教育百年の大計の基に早期着工に向け学
区民並びに議会の望む北堤地区に建設され
るよう望む。（本文抜粋）

・校舎完成、改修完了
　山下第一小学校の現在の校舎は昭和59年
２月に完成。その後令和４年度に大規模改修
が行われ現在に至ります。

・合併見送り
　住民意向調査の結果を踏まえて、亘理町長
が合併を見送る意向を表明しましたが、山元
町議会は協議会廃止議案を否決し合併を実現
する決議書を全会一致で可決しました。

・山下・坂元駅周辺の様子
　復興計画によって新しい町並みが形成され、
にぎわいを取り戻しつつあります。

・校舎完成、中学校再編
　山下中学校新校舎は、平成15年3月に現在
の場所で改築が完了しております。その後、
坂元中学校と再編され、令和3年4月1日に山
元中学校として開校、校舎がそのまま使用さ
れています。

特集
議会だよりやまもとは、おかげさまで昭和50年12月15日の創刊号から数えて200号を迎えました。　今回は特集記事として、創刊号から現在までの記事を抜粋して、いまどうなっているかをご紹介します。
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　当初予算は、人件費や管理経費などの義務的経費のほか、町長公約予算
を含む、住民生活への影響の大きい政策的経費、さらに、「自治体ＤＸ※（デ
ジタルトランスフォーメーション）」の取り組み予算が計上されました。
　一般会計予算約82億円のほか特別・企業会計を合わせ歳入歳出の総額
は約134億円となりました。

予算概要

予算審査特別委員会
　予算審査特別委員会（委員
長：菊地康彦）は３月７日か
ら14日までの６日間にわた
り一般会計、特別・企業会計
について審査・調査を行い、
すべての会計を「可決すべき
もの」としました。

　
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
27
日
か
ら
３
月
16
日
ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
で
は
、
町
長
提
出
議
案
24
件
（
報
告
１
件
、
条
例
５
件
、
規
約
他
６
件
、
予
算
６
件
、
補
正
予
算
５

件
、
同
意
１
件
）、
委
員
会
発
議
の
条
例
１
件
を
審
議
し
原
案
の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、今
後
の
ま
ち
づ
く
り
や
、町
長
の
町
政
運
営
に
つ
い
て
、６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

定
例
会
概
要

令和５年度　各種会計予算一覧表
会　計　名 予　算　額 前年度比較

一 般 会 計 82億399万円 ▲8億88万円
国民健康保険事業特別会計 17億9,745万円 ▲5,680万円
後期高齢者医療特別会計 2億154万円 888万円
介護保険事業特別会計 15億5,538万円 ▲1,239万円
水 道 事 業 会 計 5億5,202万円 ▲2,889万円
下 水 道 事 業 会 計 10億6,657万円 ▲3,411万円
※令和4年度は骨格予算でした。

～公約実現に向けた取り組みを～

議　会　費

総　務　費

民　生　費

衛　生　費

農林水産業費

商　工　費

土　木　費

消　防　費

教　育　費

災害復旧費

公　債　費

そ　の　他

8,604円

7,320円

159,212円

166,997円

40,551円

38,307円

11,476円

126,112円

27,646円

67,179円

1,323円

47,789円

0 ２万円 4万円 6万円 8万円 10万円 12万円 14万円 16万円 18万円

【自主財源】
28億4,896万円
町が自主的に確保することが
できる財源

【依存財源】
53億5,503万円
国、県から交付される財源

一�般�会�計�予�算�内�訳一�般�会�計�予�算�内�訳

◎町民一人当たりの支出額
（令和５年３月末日時点総人口　11,678人）

歳出合計　　702,516円

82億
399万円

総務費
18億5,928万円

民生費
19億5,019万円

衛生費
4億7,356万円

消防費
3億2,285万円

教育費
7億8,452万円

災害復旧費
1,545万円

公債費
5億5,808万円

土木費
14億7,274万円

農林水産業費
4億4,735万円

商工費
1億3,401万円

労働費 1,563万円

議会費
1億48万円

予備費 1,800万円
諸支出金 5,185万円

82億
399万円

町債 6億1,640万円

町税
13億586万円

分担金
及び負担金
3,729万円

使用料
及び手数料
1億4,617万円

その他自主財源
4億5,614万円

繰入金
（財政調整基金等）
9億350万円

地方交付税等
32億3,554万円

国庫支出金
10億4,928万円

県支出金
4億5,066万円

繰入金（震災復興繰入金等）
315万円

依存財源

自主
財源

【歳入】

【歳出】

令和５年度予算

町長就任後初の 当初予算町長就任後初の 当初予算 可決可決

※自治体ＤＸ
行政が行うサービスについて、デ
ジタル技術やデータを活用して住
民の利便性を向上させるとともに、
AI等を活用し、業務効率化を図
り、人的資源をさらなる行政サー
ビスの向上につなげること。

予
算
予
算

予
算
予
算
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○
総
合
計
画

議
員　
現
在
、
10
年
の
長

期
計
画
半
ば
で
あ
り
、
町

長
の
公
約
、
政
治
的
方
向

性
を
入
れ
る
べ
き
で
は
。
予

算
的
に
全
く
見
え
な
い
が
。

町
長　
切
り
替
え
の
年
に

し
た
い
。

○
Ｄ
Ｘ
対
応

議
員　
各
課
で
取
り
組
む

姿
勢
に
温
度
差
は
な
い
の

か
。

町
長　
早
い
段
階
か
ら
、

課
長
ク
ラ
ス
の
研
修
を

行
っ
て
お
り
、
温
度
差
は

な
い
。

○
組
織
編
制

議
員　
職
員
数
と
適
正
配

置
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

町
長　
人
数
は
足
り
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。
職
員

の
健
康
管
理
を
一
番
に
考

え
、
経
験
を
視
野
に
入
れ

た
適
正
配
置
に
努
め
る
。

○
町
営
住
宅

議
員　
既
存
住
宅
か
ら
災

害
公
営
住
宅
へ
の
移
動
予

定
が
、
長
期
計
画
上
で
は

今
年
度
で
あ
っ
た
が
、
見

直
し
は
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
遅
れ
て
い
る
こ
と

は
事
実
で
あ
る
の
で
、
見

直
し
を
か
け
て
い
く
。

〇
農
業
振
興
・
支
援
策

議
員　
人
口
減
少
に
よ
る

担
い
手
不
足
や
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
で
生
産
基
盤

が
悪
く
な
っ
て
い
る
。
そ

の
中
で
、
農
林
水
産
関
係

の
予
算
が
年
々
減
少
し
、

ま
た
、
大
規
模
経
営
に
支

援
が
集
中
し
、
小
規
模
農

家
や
山
間
部
へ
の
振
興
策

が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状

況
で
は
町
の
平
均
的
な
発

展
は
見
込
め
な
い
の
で
は
。

町
長　
町
と
し
て
問
題
意

識
を
持
ち
、
国
、
県
に
働

き
か
け
て
い
る
が
、
具
体

的
な
支
援
体
制
が
で
き
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

特
別
委
員
会
質
疑

2,049万円

農業用ため池
安全施設整備事業

4億1,869万円

DX対応関係事業
（議会運営ICT化含む）

9,327万円

移住・定住支援事業

7,096万円

公共交通運行・改善事業

630万円

健康づくり計画及び
食育推進計画策定事業

6,774万円

旧坂元中学校改修事業

497万円

障がい者福祉計画及び
障害児童福祉計画策定事業

668万円

行政区防災マップ作成事業

目で 見る

予 算新規 新規新規

新規 新規

○
職
員
雇
用
形
態

議
員　
現
在
、
職
員
の
雇

用
形
態
が
多
岐
に
わ
た
っ

て
お
り
、
そ
の
中
で
業
務

委
託
職
員
の
公
務
従
事
に

対
す
る
意
識
の
変
化
や
不

安
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
。

町
長　
委
託
先
に
町
の
意

向
を
伝
え
て
お
り
職
員
教

育
は
さ
れ
て
い
る
。
委
託

職
員
は
業
務
委
託
部
分
の

仕
事
以
外
は
手
を
出
せ
な

い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

○
移
住
・
定
住
対
策

議
員　
移
住
定
住
促
進
の

政
策
は
お
金
の
支
援
だ
け

で
な
く
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
入
れ
政
策
面
で
も

取
り
組
む
べ
き
で
は
。

町
長　
問
題
意
識
は
あ
り
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

〇
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
事
業

議
員　
事
業
が
開
始
さ
れ

て
か
ら
場
所
が
2
回
変
更

さ
れ
て
い
る
。
場
所
を
固

定
す
る
考
え
は
。

教
育
長　
広
い
場
所
で
子

ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
可
能
性
を
探
っ

て
い
る
。

〇
学
校
再
編
検
討
委
員
会

議
員　
委
員
会
内
部
で
の

検
討
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

積
極
的
に
町
民
の
声
に
耳

を
傾
け
、
町
民
に
納
得
し

て
も
ら
う
形
の
方
法
を
と

る
べ
き
で
あ
る
。

教
育
長　
学
校
の
建
設
等

の
可
能
性
は
、
財
政
的
に

ど
こ
ま
で
可
能
か
ど
う
か

事
前
に
確
認
す
る
。
基
本

的
に
は
検
討
委
員
の
声
を

集
約
す
る
形
だ
が
、
町
長

を
含
め
今
後
の
進
め
方
を

考
え
て
い
く
。

予
算
予
算

予
算
予
算

議会だより　やまもと　2023.5.1／VOL.200議会だより　やまもと　2023.5.1／VOL.200 67



議員は予算のココに着目した！議員は予算のココに着目した！
我が町政を問う一 般 質 問

○一般質問とは
　町の行財政全般にわたり、状況や見通しを聞き疑問点をただし、
所信の表明を求めるもの

議
員　
当
初
予
算
編
成
に
お
い
て
、
行
政
区
等
か
ら
の

要
望
は
ど
の
様
に
反
映
し
た
の
か
。

町
長　
要
望
を
精
査
し
16
件
、
約
１
億
４
千
万
円
反
映

し
て
い
る
。

議
員　
精
査
は
ど
の
様
に
行
な
っ
た
の
か
。

町
長　
事
業
の
必
要
性
や
緊
急
性
を
考
慮
し
、
地
域
の

実
情
に
反
映
し
た
予
算
編
成
と
し
た
。

議
員　
長
年
の
要
望
が
今
年
も
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。

町
長　
急
を
要
せ
ず
、
対
応
し
き
れ
な
い
も
の
は
時
間

を
頂
い
て
い
る
。

議
員　
要
望
さ
れ
て
い
る
消
防
施
設
は
危
険
性
が
高
く
、

他
地
区
の
施
設
を
見
て
も
早
急
な
改
善
が
必
要
と
み
る

が
、
十
分
議
論
や
説
明
は
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
内
部
で
の
協
議
の
み
で
、
行
政
区
と
の
協
議
は

実
施
し
て
い
な
い
。

議
員　
待
た
せ
て
お
き
対
策
も
出
さ
な
い
。
こ
れ
は
い

か
が
な
も
の
か
。

町
長　
早
い
段
階
で
対
応
を
進
め
た
い
。

議
員　
学
校
へ
の
不
審
者
等
の
安
全
対
策
予
算
編
成
は
。

教
育
長　
検
討
は
し
た
が
、
基
本
的
な
防
御
で
対
応
す

る
た
め
、
予
算
に
は
反
映
し
て
い
な
い
。

議
員　
必
要
最
低
限
の
安
全
確
保
を
す
る
べ
き
で
は
。

町
長　
教
育
費
予
算
は
十
分
確
保
す
べ
き
で
あ
り
、
優

先
的
に
進
め
た
い
。

議
員　
広
域
事
業
（
亘
理
地
区
行
政
事
務
組
合
）

に
お
け
る
消
防
庁
舎
（
山
元
分
署
）
や
葬
祭
場
の

建
設
等
に
関
す
る
予
算
は
計
上
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長　
組
合
で
所
管
す
る
消
防
庁
舎
や
葬
祭
場
の

運
営
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
岩
沼
市
、
亘

理
町
、
本
町
の
１
市
２
町
で
構
成
す
る
経
費
負
担

割
合
に
応
じ
た
負
担
金
は
来
年
度
当
初
予
算
に
計

上
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
建
設
計
画
等
に
関
す
る
経
費
は
計
上

し
て
い
な
い
。

議
員　
消
防
庁
舎
と
葬
祭
場
を
建
て
替
え
す
る
に

は
、
長
期
的
計
画
を
立
て
経
費
の
積
み
立
て
等
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
認
識
は
あ
る
の
か
。

町
長　
消
防
庁
舎
は
建
て
替
え
時
期
に
来
て
お
り
、

そ
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
正
式
に
は

町
へ
具
体
的
な
話
は
来
て
い
な
い
。

議
員　
現
在
12
あ
る
各
種
基
金
に
つ
い
て
、

住
民
負
担
軽
減
策
の
た
め
適
正
に
活
用
さ
れ

て
い
る
か
。

町
長　
基
金
は
、
町
の
諸
課
題
等
を
解
決
す

る
た
め
、
設
置
目
的
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
活

用
し
て
い
る
。
昨
今
の
物
価
高
騰
等
を
踏
ま

え
、
住
民
の
負
担
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら
、

年
間
を
通
じ
て
機
動
的
に
対
処
で
き
る
よ
う
、

柔
軟
な
運
用
に
努
め
て
い
る
。

議
員　
こ
の
間
殆
ど
活
用
さ
れ
て
い
な
い
減

債
基
金
に
つ
い
て
、
住
民
負
担
軽
減
策
の
一

つ
と
し
て
、例
え
ば
、財
源
の
見
通
し
が
立
っ

た
ら
実
現
す
る
と
し
て
い
る
「
学
校
給
食
費

の
無
償
化
」
に
活
用
で
き
な
い
か
。
約
５
億

円
の
減
債
基
金
を
活
用
す
れ
ば
10
年
間
は
保

障
さ
れ
る
の
で
は
。

町
長　
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て
は
で
き
る

だ
け
長
く
継
続
し
た
い
。
現
在
の
各
種
基
金

残
高
に
対
し
、
ど
の
く
ら
い
基
金
を
う
ま
く

活
用
で
き
る
か
を
念
頭
に
置
き
、
ど
こ
に
充

当
す
る
の
が
い
い
か
、
協
議
し
進
め
予
算
編

成
を
し
て
い
き
た
い
。

菊
地･

康
彦･

議
員

遠
藤･

龍
之･

議
員

行
政
区
等
か
ら
の
要
望
や
教
育
費
予
算
は

学
校
給
食
費
無
償
化
に
減
債
基
金
活
用
を

【
町
長
】
必
要
性
、
緊
急
性
を
考
慮
し
編
成
し
た

【
町
長
】
ど
の
位
基
金
を
う
ま
く
活
用
で
き
る
か

伊
藤･

貞
悦･

議
員

山
元
分
署・葬
祭
場
の
建
設
計
画
は

【
町
長
】
消
防
庁
舎
を
優
先
に
計
画
し
た
い

◇髙橋眞理子　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P10
　１･町の各分野におけるデジタル化やＩＣＴ化に向けての取組みについて
　２･子どもや若者たちのまちづくりに対する思いについて

◇伊藤　貞悦　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P11
　１･公約に掲げた子育て施策や小学校再編について
　２･消防水利や装備品について
　３･危険な通学路の改善について

◇大和　晴美　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P12
　１･がん対策について
　２･プレコンセプションケアの推進について

◇菊地　康彦　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P13
　１･町長の町政運営方針と考え方について
　２･部活動の地域移行について

◇岩佐　孝子　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P14
　１･今後のまちづくりについて
　２･活気あふれる職場環境づくりについて

◇遠藤　龍之　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P15
　１･町営住宅事業の取組について
　２･保育事業の取組について
　３･行政執行体制の充実に向けて

～小・中学生の皆様へ議場見学のご案内～
　議会では、小・中学生を対象に議場（議会）見学会の実施を下記のとおり計画しております。
詳細が決定次第、各学校を通じてご案内いたします。皆様のご参加をお待ちしております。

○日　時　７～８月頃（夏休み期間中）
○場　所　山元町役場（議場）
○内　容　・議場内見学
　　　　　・町議会のしくみ等

総
括
質
疑

総
括
質
疑

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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議
員　
公
約
の
意
味
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

か
。

町
長　
町
民
に
対
す
る
約

束
と
捉
え
て
い
る
。

議
員　
公
約
で
掲
げ
た
中

で
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
複
合
施
設
に

つ
い
て
は
早
期
の
段
階
で

方
針
を
示
し
、
小
学
校
の

再
編
に
つ
い
て
も
方
向
性

を
示
し
た
と
評
価
し
て
い

る
。
町
長
は
在
職
、
約
１

年
が
経
過
し
た
が
、
現
在

の
検
証
や
考
え
を
伺
う
。

町
長　
さ
ら
な
る
予
算
を

積
み
上
げ
て
実
施
す
べ
き

事
業
は
、
優
先
順
位
を
考

え
て
進
め
て
き
た
。
公
約

を
含
め
来
年
度
以
降
に
実

施
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

各
分
野
に
お
い
て
調
査
を

実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
、

す
べ
て
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
の
が
現
実
で
あ
る
。

議
員　
公
約
で
「
給
食
費

の
無
償
化
」
と
し
て
い
た

が
、
先
送
り
す
る
と
判
断

し
た
理
由
は
。

町
長　
無
償
化
を
始
め
れ

ば
継
続
的
に
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
財
政
状

況
を
勘
案
し
検
討
を
重
ね

た
。
種
々
の
事
業
の
優
先

順
位
を
考
え
、
来
年
度
か

ら
の
実
施
は
厳
し
い
と
判

断
し
た
。

議
員　
給
食
費
を
無
償
化

し
た
場
合
の
年
間
必
要
経

費
は
計
算
し
た
の
か
。

課
長　
物
価
高
騰
分
を
含

め
４
千
数
百
万
円
で
あ
る
。

議
員　
小
・
中
学
生
の
給

食
費
を
全
額
無
償
に
し
た

場
合
、
町
の
出
費
は
ど
の

く
ら
い
な
の
か
。

課
長　
先
ほ
ど
の
回
答
通

り
で
あ
る
。

議
員　
他
の
市
町
村
で
は

無
償
化
を
実
施
し
て
い
る

が
、
私
は
令
和
６
年
度
以

降
実
施
と
捉
え
る
。

公
約
の
給
食
費
無
償
化
は
い
つ
か
ら
か

町
長　
来
年
度
の
実
施
は
先
送
り
と
判
断
し
た

消火栓を含む消火活動設備は十分か
町長　基準以上の水利を確保している

議
員　
住
宅
火
災
が
数
件

あ
っ
た
が
、
消
火
活
動
の

施
設
設
備
は
十
分
か
。

町
長　
消
火
栓
や
防
火
水

槽
等
、
消
防
水
利
と
し
て

合
計
446
基
を
整
備
し
て
お

り
、
国
の
基
準
以
上
の
水

利
は
確
保
し
て
い
る
。

議
員　
職
員
や
消
防
団
員

が
使
用
す
る
防
寒
着
を
配

備
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
長　
服
装
、
装
備
品
を

含
め
た
団
員
の
処
遇
改
善

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

早急なるオンライン環境整備を

議
員　
国
は
、
Ｄ
Ｘ
推
進

の
方
針
を
示
し
た
。
そ
れ

に
併
せ
、
町
の
「
デ
ジ
タ

ル
推
進
協
議
会
」
を
設
置

し
て
は
。

町
長　
官
民
連
携
で
の
取

組
み
は
、
町
の
活
性
化
に

繋
が
る
。
ま
ず
庁
舎
業
務

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て

か
ら
、
必
要
性
を
見
極
め

て
い
き
た
い
。

議
員　
デ
ジ
タ
ル
度
の
地

域
間
格
差
の
最
大
の
要
因

と
さ
れ
る
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

接
続
改
善
の
た
め
、
好
立

地
に
あ
る
ひ
だ
ま
り
ホ
ー

ル
の
Wi

−

Fi
環
境
整
備
が

必
要
だ
。
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
や
テ
レ
ワ
ー
ク

等
、
町
の
有
効
な
㏚
に
も

な
る
の
で
は
。

DXの恩恵を町民一人ひとりに
町長　協議を行いできる範囲で支援したい

議
員　
子
ど
も
議
会
等
を

定
期
的
に
開
催
し
て
は
。

町
長　
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
町
づ
く
り
へ
の

参
画
に
繋
が
る
。
町
、
教

育
委
員
会
、
議
会
等
と
協

力
し
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

議
員　
若
者
が
ず
っ
と
住

ん
で
い
た
い
と
思
え
る
町

づ
く
り
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
を
す
る
考
え
は
。

町
長　
若
者
と
の
意
見
交

換
は
非
常
に
大
切
で
あ
る
。

委
員
会
を
設
置
す
る
考
え

夢
や
希
望
の
も
て
る
地
域
や
町
づ
く
り
を

町
長　
町
民
の
皆
様
と
共
に
町

　
　
　
づ
く
り
を
進
め
る

町
長　
新
年
度
予
算
で
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
重
点

的
に
予
算
化
し
て
い
る
。

交
流
人
口
拡
大
や
定
住
促

進
に
も
繋
が
る
施
設
の
有

効
活
用
も
含
め
様
々
な
協

議
を
し
て
い
る
。

議
員　
デ
ジ
タ
ル
機
器
操

作
の
慣
れ
て
い
な
い
高
齢

者
に
、
多
く
の
近
隣
自
治

体
で
は
、
ス
マ
ホ
講
座
や
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム

の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
開
催
し

て
い
る
が
。

町
長　
楽
し
み
な
が
ら
機

器
に
慣
れ
る
に
は
有
効
だ

と
認
識
し
て
い
る
が
、
基

本
的
部
分
を
整
備
し
て
か

ら
で
あ
る
。

議
員　
視
覚
や
聴
覚
に
障

害
の
あ
る
方
向
け
に
、
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
津

波
・
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
等
の
作
成
を
。

町
長　
先
進
自
治
体
の
運

用
例
を
多
角
的
に
調
査
し

て
い
く
。

議
員　
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
等
の
見
守
り
に
Ａ
Ｉ

ス
ピ
ー
カ
ー
を
。

町
長　
高
齢
化
率
が
高
い

こ
と
に
よ
る
様
々
な
課
題

解
決
に
向
け
、
今
後
、
助

成
対
象
機
器
の
一
つ
と
し

て
優
先
的
に
進
め
て
い
く
。

議
員　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
が
進
ん
で
２
年
目
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
が
今
年
度
削

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

※
Ａ
Ｉ
ス
ピ
ー
カ
ー

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス

ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ
る

音
声
に
よ
り
、
利
用
者

の
生
活
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
た
声
が
け
に
加
え
服

薬
の
状
況
、
食
事
や
睡

眠
を
確
認
す
る
こ
と
等

が
可
能
と
な
る
シ
ス
テ

ム
。そ

の
他
の
質
問

危
険
な
通
学
路
の
改
善
に

つ
い
て
、
生
徒
や
保
護
者

の
不
安
に
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
。

髙
たか

橋
はし

 眞
ま

理
り

子
こ

 議員伊
い

藤
とう

 貞
てい

悦
えつ

 議員

も
あ
る
が
、
話
し
合
い
も

大
切
に
し
て
い
く
。

減
さ
れ
小
中
合
わ
せ
て
５

人
が
３
人
に
、
新
年
度
も

同
じ
だ
が
認
識
を
伺
う
。

教
育
長　
ス
タ
ー
ト
時
に

は
、
国
の
基
準
を
上
回
る

一
校
に
一
人
体
制
を
整
備

し
た
の
は
本
町
だ
け
で
あ

る
。
２
年
目
か
ら
は
、
慣

れ
て
活
用
の
度
合
い
が
進

ん
で
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

議
員　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
今
後
の

教
育
の
可
能
性
を
広
げ
る

と
言
わ
れ
、
優
秀
な
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
の
役
割
は
大
き

い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実

は
移
住
・
定
住
策
の
一
つ

に
加
え
ら
れ
る
。

おいしくいただきます

議
員　
０
歳
か
ら
２
歳
児
の
待
機

児
童
対
策
は
い
つ
か
ら
開
始
す
る

の
か
。

町
長　
時
期
は
明
言
で
き
な
い
が
、

保
育
所
は
地
域
の
子
育
て
支
援
の

拠
点
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
新
た

な
受
け
皿
確
保
の
必
要
性
も
十
分

認
識
し
て
い
る
。
来
年
度
の
早
い

段
階
で
方
向
性
を
示
し
た
い
。

議
員　
種
々
の
問
題
は
あ
る
が
、

坂
元
地
区
に
保
育
所
や
幼
稚
園
が

な
い
こ
と
が
一
番
の
問
題
と
考
え

る
。
す
べ
て
が
解
消
さ
れ
る
と
は

言
え
な
い
が
、
公
約
は
い
つ
決
断

す
る
の
か
。

町
長　
来
年
度
の
早
い
段
階
で
方

向
性
を
示
し
た
い
。

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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議
員　
一
次
産
業
の
位
置

づ
け
と
、
今
後
の
対
策
は
。

町
長　
基
幹
産
業
と
位
置

づ
け
、
さ
ら
な
る
振
興
と

発
展
に
努
め
る
。

議
員　
具
体
的
な
振
興
策

は
。

町
長　
一
次
産
業
の
重
要

性
を
認
識
し
、
問
題
点
の

解
消
や
、恵
ま
れ
た
農
地・

漁
場
を
活
用
し
発
展
さ
せ
、

活
気
の
あ
る
も
の
と
し
た

い
。

議
員　
こ
れ
ま
で
、
支
援

に
対
し
「
他
産
業
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
」
と
回
答
が

あ
っ
た
が
、
今
後
も
一
次

産
業
を
守
る
と
い
う
こ
と

で
理
解
し
て
良
い
の
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
も
支
援

を
し
て
き
た
が
、
町
だ
け

で
は
限
界
が
あ
る
の
で
、

国
な
ど
と
連
携
し
支
援
し

て
行
き
た
い
。

議
員　
危
機
管
理
に
対
す

る
運
営
方
針
は
。

町
長　
防
災
関
係
機
関
や

自
主
防
災
会
と
連
携
強
化

し
、
管
理
意
識
を
基
軸
に

「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

を
浸
透
さ
せ
た
い
。

議
員　
公
助
の
点
で
、
消

火
栓
や
、
ポ
ン
プ
小
屋
の

整
備
が
出
来
て
い
な
い
の

で
は
。

町
長　
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
に
点
検
し
た

い
。

議
員　
排
水
対
策
に
つ
い

て
、
万
全
を
期
す
た
め
に

も
、
も
う
少
し
対
策
強
化

を
図
る
べ
き
で
は
。

町
長　
一
気
に
で
は
な
く
、

年
度
ご
と
の
予
算
編
成
時

に
お
い
て
留
意
し
、
対
策

強
化
を
図
り
た
い
。

議
員　
保
育
所
、
子
育
て

の
今
後
の
運
営
は
。

町
長　
保
育
事
業
者
や
、

町
内
幼
稚
園
と
の
連
携
強

化
を
行
な
い
、
取
り
組
ん

で
い
く
。

議
員　
民
間
事
業
者
と
の

連
携
が
十
分
で
な
い
と
聞

く
が
。

町
長　
不
手
際
が
あ
っ
た

が
、
今
後
も
し
っ
か
り
職

員
に
指
導
す
る
。

議
員　
問
題
が
大
き
く
な

り
、
事
業
が
継
続
で
き
な

今
後
の
町
政
運
営
方
針
は

町
長　
し
っ
か
り
と
検
討
し
進
め
る

く
な
る
危
険
性
を
理
解
し

て
い
る
の
か
。

町
長　
し
っ
か
り
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

議
員　
保
育
所
で
の
副
食

費
の
無
料
化
の
検
討
は
。

町
長　
幼
稚
園
、
保
育
所

も
含
め
調
査
・
検
討
す
る
。

議
員　
出
生
数
の
減
少
、

保
育
士
不
足
の
現
状
で
、

坂
元
へ
の
保
育
所
の
再
建

は
。

町
長　
他
自
治
体
の
事
例

を
参
考
に
し
、
状
況
を
見

極
め
対
応
す
る
。

議
員　
職
員
の
人
材
育
成

は
。

町
長　
職
員
一
人
一
人
の

能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す

環
境
づ
く
り
や
、
住
民

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応

し
、
自
立
的
か
つ
戦
略
的

に
行
動
す
る
人
材
育
成
を

図
る
。

議
員　
最
近
、
職
員
の
退

職
や
休
職
が
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
ど
の
様
に
考
え
る

か
。

町
長　
そ
の
よ
う
に
な
ら

な
い
よ
う
に
職
員
を
守
り

た
い
。

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

排水対策に十分な施策を

健康相談日（保健センター）

議
員　
国
保
被
保
険
者
等

の
検
診
無
料
化
は
、
が
ん

検
診
の
受
診
率
に
ど
う
影

響
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
全
体
的
に
受
診
者

数
が
増
加
し
た
。

議
員　
本
町
の
胃
が
ん
検

診
は
バ
リ
ウ
ム
検
査
の
み

で
あ
る
が
、
胃
内
視
鏡
検

査
と
の
選
択
制
を
検
討
し

て
は
。

町
長　
町
内
医
療
機
関
等

の
胃
内
視
鏡
検
査
の
実
施

状
況
で
は
、
通
常
診
療
へ

の
影
響
が
大
き
い
た
め
、

現
時
点
で
の
導
入
は
厳
し

い
。

議
員　
名
取
市
で
は
協
議

を
始
め
る
と
聞
い
た
。
受

診
率
向
上
の
た
め
に
、
検

討
し
て
い
く
考
え
は
。

町
長　
対
応
で
き
る
医
療

胃がん検診に胃内視鏡検査の導入を
町長　範囲を広げて検討する価値はある

議
員　
妊
娠
前
の
女
性
の

健
康
管
理
に
関
し
て
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
か
。

町
長　

平
成
30
年
度
か

ら
中
学
2
年
生
を
対
象
に
、

「
命
の
教
室
」
を
実
施
し
、

健
や
か
な
心
の
成
長
を
育

む
た
め
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
心
の

健
康
相
談
に
お
け
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
対
策
、
ヘ

ル
ス
チ
ェッ
ク
デ
ー
等
の
健

康
づ
く
り
事
業
な
ど
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
の
健
康
管
理

に
合
わ
せ
た
相
談
体
制
の

構
築
に
努
め
て
い
る
。

議
員　
二
十
歳
を
祝
う
会

の
際
、
喫
煙
に
よ
る
健
康

へ
の
悪
影
響
や
薬
物
乱
用

防
止
の
周
知
啓
発
、
二
十

歳
か
ら
対
象
と
な
る
子
宮

頸
が
ん
検
診
の
周
知
啓
発

に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
配
布
す
る
考
え
は
。

町
長　
今
後
、
で
き
れ
ば

と
思
う
。

議
員　
先
進
自
治
体
で
は
、

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

を
目
的
と
し
た
事
業
が
始

ま
っ
て
い
る
。
プ
レ
コ
ン
セ

プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
周
知
を
図

る
べ
き
で
は
。

町
長　
ど
の
よ
う
な
形
で

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

に
プ
ラ
ス
で
き
る
か
、
方

向
性
を
考
え
て
進
め
て
い

き
た
い
。

議
員　
土
浦
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
プ
レ
コ
ン

セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
を
紹
介
し
、

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
よ

う
な
考
え
は
。

町
長　
確
認
し
て
か
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
周
知
を

町
長　
方
向
性
を
考
え
て
、
進
め
て
い
き
た
い

機
関
を
含
め
検
討
す
る
価

値
は
あ
る
。

議
員　
検
診
に
ピ
ロ
リ
菌

検
査
を
導
入
し
て
は
。

町
長　
平
成
29
年
度
の
胃

が
ん
検
診
に
併
せ
、
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
検
査
を
実

施
し
、
令
和
９
年
度
ま
で

追
跡
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

有
効
性
を
判
断
し
た
い
。

議
員　
兵
庫
県
丹た

ん
波ば

篠さ
さ
山や
ま

市
で
は
、
全
国
に
先
駆
け

中
学
１
年
生
を
対
象
と
し

た
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
実
施

し
、
20
歳
か
ら
の
胃
が
ん

リ
ス
ク
検
診
も
実
施
し
て

い
る
。
20
歳
以
上
の
方
に

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
を
実

施
す
る
考
え
は
。

町
長　
今
後
の
検
討
の
一

つ
に
し
た
い
。

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

※
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ

ン
ケ
ア

妊
娠
前
の
女
性
や
カ
ッ

プ
ル
に
対
す
る
ケ
ア

大
や ま と

和 晴
はる

美
み

 議員菊
きく

地
ち

 康
やす

彦
ひこ

 議員

議
員　
そ
の
た
め
に
も
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
委
員
会
の

設
置
を
検
討
で
き
な
い
か
。

町
長　
今
後
検
討
し
た
い
。

議
員　
ぜ
ひ
職
員
を
守
る

た
め
、
そ
し
て
働
き
や
す

い
職
場
を
つ
く
り
、
町
民

が
来
庁
し
や
す
く
す
る
べ

き
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

　
部
活
動
の
地
域
移
行
に

つ
い
て
、
率
直
に
町
の
現

状
を
見
て
実
施
出
来
る
と

考
え
る
か
。

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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議
員　
震
災
後
、
膨
大
な

事
務
事
業
に
追
わ
れ
多
く

の
職
員
は
病
気
休
暇
や
退

職
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
る
。
今
ま
で
に
職
員

の
人
材
育
成
は
ど
の
よ
う

に
実
施
し
て
き
た
の
か
。

町
長　
日
々
の
中
で
の
職

場
研
修
、
一
般
職
員
・
階

層
別
研
修
な
ど
の
各
種
研

修
や
職
場
外
研
修
へ
積
極

的
参
加
を
促
し
て
い
る
。

議
員　
平
成
22
年
か
ら
令

和
４
年
度
ま
で
の
退
職
者

が
99
人
。
そ
の
中
で
も
普

通
退
職
者
が
47
人（
47.5
％
）

で
あ
る
。
原
因
、
要
因
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長　
職
場
環
境
、
急
激

な
職
員
数
の
減
少
に
よ
り

一
人
一
人
の
業
務
負
担
が

大
き
く
な
っ
た
か
ら
で
は

活気あふれる職場環境づくりを
町長　働きやすい職場環境づくりを図る

な
い
か
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　
休
職
者
や
復
職
者

へ
の
ケ
ア
は
。

町
長　
積
極
的
な
対
応
を

控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
必
要
最

小
限
の
情
報
交
換
等
を
実

施
。
ま
た
、
復
職
後
、
急

に
多
大
な
負
担
が
か
か
ら

な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

議
員　
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
へ

の
対
応
は
。

町
長　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
に
お
い
て
、
産
業
医
に

よ
る
面
談
や
相
談
を
促
し

予
防
を
図
っ
て
い
る
。
庁

舎
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
仕
事
に

対
し
納
得
感
、
充
実
感
の

あ
る
職
場
環
境
整
備
を
し

て
い
き
た
い
。

議
員　
職
場
内
で
の
信
頼

関
係
を
構
築
す
る
と
共
に
、

町
民
と
真
摯
に
向
き
合
い
、

誰
一
人
取
り
残
さ
ず
、
持

続
可
能
な
町
づ
く
り
を
目

指
す
べ
き
で
あ
る
。

議
員　
町
営
住
宅
事
業
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
低

所
得
世
帯
の
家
賃
設
定
に

問
題
は
な
い
か
。

町
長　
東
日
本
大
震
災
特

別
家
賃
低
減
事
業
と
合
わ

せ
た
町
の
独
自
支
援
に
よ

る
減
免
期
間
を
さ
ら
に
2

年
間
延
長
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
特
に
問
題
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
20
年
間
補
助
金
が

あ
り
財
源
は
確
保
さ
れ
て

い
る
。
現
在
の
入
居
者
が
、

将
来
も
安
心
し
て
住
み
続

け
た
い
と
い
う
強
い
要
望

が
あ
る
。
町
独
自
の
減
免

の
今
後
の
対
応
は
。

町
長　
継
続
す
る
と
す
れ

ば
そ
の
基
金
を
活
用
し
て

の
対
応
も
可
能
だ
が
、
今

の
段
階
で
無
責
任
な
発
言

は
で
き
な
い
。

議
員　
町
営
住
宅
の
入
居

要
件
と
し
て
連
帯
保
証
人

確
保
の
規
定
は
し
て
い
る

か
。

町
長　
規
定
し
て
い
る
が
、

被
災
者
が
入
居
す
る
際
は

連
帯
保
証
人
の
免
除
を
認

め
る
な
ど
、
弾
力
的
な
運

用
を
行
っ
て
い
る
。
入
居

者
に
単
身
高
齢
者
が
多
い

こ
と
か
ら
、
連
帯
保
証
人

の
確
保
に
つ
い
て
は
求
め

な
い
代
わ
り
に
緊
急
連
絡

先
と
し
て
近
郊
に
住
む
親

族
や
友
人
等
を
届
け
て
頂

く
な
ど
、
代
替
措
置
の
検

討
を
進
め
て
い
る
。

議
員　
「
生
活
困
窮
者
住

居
確
保
給
付
金
」
の
活
用

は
。

町
長　
現
時
点
で
活
用
し

て
い
る
方
は
い
な
い
。
家

賃
の
支
払
い
に
困
窮
し
て

い
る
方
を
支
援
す
る
た
め

丁
寧
な
制
度
の
案
内
に
努

め
個
別
の
事
情
を
勘
案
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

国
補
助
あ
り
、
町
独
自
の
減
免
の
今
後
は

町
長　
基
金
を
活
用
し
て
の
対
応
も
可
能
だ
が

深刻な状況が続く待機児童問題
町長　早い段階で対策の方向性を示す

議
員　
安
全
で
あ
る
べ
き

保
育
所
で
子
ど
も
へ
の
虐

待
や
不
適
切
な
保
育
が
各

地
で
発
覚
、
保
護
者
な
ど

関
係
者
に
衝
撃
を
与
え
て

い
る
。
通
園
バ
ス
置
き
去

り
で
死
亡
事
故
も
起
き
て

い
る
。
ま
た
、
隠
れ
待
機

児
童
が
全
国
的
に
増
え
て

お
り
、
待
機
児
童
問
題
は

深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い

る
。
そ
の
背
景
と
し
て
慢

性
的
な
保
育
士
不
足
に
よ

る
現
場
の
疲
弊
を
指
摘
し
、

そ
の
打
開
を
求
め
る
声
も

相
次
い
で
上
が
っ
て
い
る
。

今
、
国
や
自
治
体
が
責
任

を
持
つ
公
的
保
育
制
度
を

守
り
拡
充
さ
せ
子
ど
も
の

願
い
に
沿
っ
た
保
育
の
実

現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

新
年
度
の
体
制
は
十
分
か
。

町
長　
現
時
点
で
の
保
育

体
制
は
確
保
さ
れ
る
状
況

に
あ
る
が
、
5
人
の
入
所

保
留
者
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。

議
員　
保
育
で
き
る
体
制

で
あ
る
こ
と
を
示
し
な
が

ら
、
待
機
児
童
が
い
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
こ
の
間

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

議
員　
８
年
前
か
ら
子
育

て
支
援
団
体
が
中
心
と
な

り
、
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル
で

小・中
学
生
を
対
象
に「
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
」
を

開
催
し
て
い
る
。
各
学
校

で
放
課
後
に
開
催
で
き
な

い
か
。

教
育
長　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
は
非
常
に
重
要
で

あ
る
。
放
課
後
を
活
用
し
、

校
舎
利
用
が
で
き
る
よ
う

積
極
的
に
考
え
た
い
。

議
員　
送
迎
で
き
な
い
家

庭
も
あ
り
、
各
学
校
で
実

施
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　
開
催
に
向
け
て
、

受
け
入
れ
態
勢
に
努
め
た

い
。

議
員　
教
育
格
差
を
な
く

す
た
め
に
も
、
家
庭
・
地

域
・
学
校
が
連
携
し
、
子

ど
も
た
ち
が
活
動
・
体
験

し
学
ぶ
機
会
、
環
境
整
備

を
す
べ
き
で
あ
る
。

議
員　
４
月
に
向
け
５
人

の
児
童
が
入
所
で
き
な
い
。

入
所
で
き
な
い
乳
幼
児
へ

の
対
応
は
。

町
長　
希
望
保
育
所
へ
入

所
で
き
な
い
方
へ
は
、
他

保
育
所
へ
の
案
内
勧
奨
を

行
っ
て
い
る
。

議
員　
解
消
策
に
つ
い
て

は
。

子
育
て
し
や
す
い
環
境
整
備
の
充
実
を

町
長　
受
け
皿
対
策
等
の
環
境
整
備
を
図
る

プログラミングに挑戦する小学生

岩
いわ

佐
さ

 孝
たか

子
こ

 議員遠
えん

藤
どう

 龍
たつ

之
ゆき

 議員

も
言
わ
れ
続
け
て
い
る
待

機
児
童
対
策
は
深
刻
で
あ

る
。
保
育
所
建
設
も
対
策

の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
が
。

町
長　
待
機
児
童
問
題
は

重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

来
年
度
で
き
る
だ
け
早
い

段
階
で
対
策
の
方
向
性
を

示
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

　

行
政
執
行
体
制
の
充

実
に
向
け
て

・�

行
政
組
織
の
人
員
配
置

は
、
十
分
か

・�

人
事
異
動
（
定
期
異
動
）

の
考
え
方
は
。

・�

年
度
途
中
で
の
異
動
の

要
因
は

・�「
人
材
育
成
計
画
」
に
基

づ
く
今
後
の
対
応
は

町
長　
最
優
先
課
題
の
一

つ
で
あ
る
。
子
育
て
し
や

す
い
環
境
整
備
等
は
重
要

で
あ
り
、
引
き
続
き
受
け

皿
確
保
策
に
努
め
る
。

議
員　
安
心
し
て
子
育
て

で
き
る
環
境
整
備
を
早
急

に
す
べ
き
で
あ
る
。

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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議員　特定教育・保育施設及び特定地域型保育給付金約2,700万円減額の事由は。
課長　幼稚園が新制度に移行に伴い、保育士・幼稚園教諭の配置を多めに見込んでいたが、想定より

少なかったためである。
議員　新生児特別定額給付金事業給付金230万円減額の事由は。
課長　１人当たり10万円の給付金を63名で予定していたが、実績は40名で23名分の減額となった。
議員　排水機場施設保全計画作成業務委託料500万円減額の事由は。
課長　当初予定した排水機場は９か所であったが、４か所のみの交付決定を受け、残りの排水機場に

ついては、別事業で令和６年度に実施予定としたため、減額した。

【改正内容】

内　訳 改正前 改正後

出産育児
一 時 金

出産育児一時金 40万8,000円 50万円

産科医療保障
制度掛金 １万2,000円 出産育児

一時金に含む

合　　計 42万円 50万円

　今回の補正予算は、決算見込み額の確定や国県補助金等の実績精算に起因するものに加え、新型コ
ロナウイルス予算や次年度への繰越等も見据えた予算の組み替え等を中心に予算措置されました。
　また、歳入予算については、コロナウイルスワクチン接種に関する過年度国庫補助金精算金を計上
したほか、新年度コロナ禍や物価高騰の影響等に伴う普通交付税の追加交付分をはじめ、国庫補助金
の追加交付決定に伴う補正を行い、歳入歳出それぞれ約２億６千万円の減額となりました。

付 託 審 査

条
例
一

改
部

正

条
例
廃
止

●各種会計補正予算一覧･ （単位：千円）

区　　　　分 現予算額 今回補正額 補正後予算額

一 般 会 計 11,504,359 ▲247,870 11,256,489

国 民 健 康 保 険 1,854,092 ▲12,819 1,841,273

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 195,393 0 195,393

介 護 保 険 1,597,642 117 1,597,759

亘理地域介護認定審査会 7,428 0 7,428

水 道 事 業 会 計 583,381 0 583,381

下 水 道 事 業 会 計 1,114,540 0 1,114,540

補 正 予 算
○一般会計補正予算概要　

山元町環境と再生可能エネルギー発電設備設置との調和に関する条例【議案第54号】
　�令和４年第４回定例会で提案され、総務民生常任委員会で審査を行った結果、「可決すべきもの」
と報告があり、可決されました。
内容
・�再生可能エネルギー発電設備の設置、地域の防災及び
自然環境、生活環境、景観等に及ぼす影響に鑑み、当
該設備の設置に関して必要な事項を定めるもの。
・施行期日　令和５年４月１日

人
事

教
育
委
員
会
委
員
【
同
意
１
号
】

門も
ん　

間ま　
浩ひ

ろ　
泰や

す 

氏

（
つ
ば
め
の
杜
西
区
）
を
同
意

主な質疑

・出産・子育て応援交付金事業　�………………　400万円
・防災重点農業用ため池緊急整備
　事業調査測量業務委託料増　…………………　600万円
・消火栓修繕及び新設・移設工事負担金増　…　842万円

主な事業

○�

山
元
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
【
議
案
第
２

号
】

　

�

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
を
改

正
前
42
万
円
か
ら
全
国
一
律
50
万

円
に
改
正
す
る
も
の
。

施
行
期
日

　

�

令
和
５
年
４
月
１
日

○�

山
元
町
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

【
議
案
第
１
号
】

廃
止
理
由

　

�

山
元
町
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
」
に
つ
い
て
、

次
年
度
以
降
、
実
施
主
体(

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人)

・
実
施
場
所
の
変
更
に

よ
り
、
施
設
の
利
用
が
無
く
な
る

た
め
廃
止
す
る
も
の
。

施
行
期
日

　

�
令
和
５
年
４
月
１
日

◇
主
な
質
疑

　

�

議
員　
改
正
内
容
は
、
町
独
自
の
も

の
な
の
か
、
上
位
法
に
よ
る
も
の
か
。

　

�

課
長　
上
位
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

◇
主
な
質
疑

　

�

議
員　
実
施
主
体
が
変
更
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
利
用
者
に
不
都
合
な
部

分
は
な
い
の
か
。

　

�

課
長　
事
前
に
利
用
者
説
明
会
を
行

い
、
個
別
に
聞
き
取
り
を
実
施
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
今
後
施
設
見
学
を

行
い
、
利
用
者
の
不
安
を
解
消
し
た

い
。

○�

山
元
町
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
【
議
案
第
４
号
】

改
正
内
容

　

�

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害
者
の
住

居
の
安
定
を
図
り
、
そ
の
自
立
を

支
援
す
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
。

施
行
期
日

　

�

令
和
５
年
４
月
１
日

そ
の
他
の
議
案

そ
の
他
の
議
案

そ
の
他
の
議
案

そ
の
他
の
議
案
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優良市町村視察研修 委�員�会�報�告
総 務 民 生 常 任 委 員 会

産 建 教 育 常 任 委 員 会

◇
中
期
財
政
見
通
し

調
査
内
容

　
計
画
の
実
施
項
目
や
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
調
査
し
た
。

意
見

　
歳
出
抑
制
や
歳
入
確
保
な
ど
の
対

策
に
よ
り
、
毎
年
度
の
財
源
不
足
の

解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

健
全
財
政
の
維
持
に
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
。

◇
上
下
水
道
事
業
の
取
り
組
み

調
査
内
容

　
包
括
的
業
務
委
託
の
取
り
組
み
及

び
上
下
水
道
事
業
の
経
営
状
況
に
つ

い
て
調
査
し
た
。

意
見

・�

包
括
的
業
務
委
託
は
一
定
の
効
果

が
出
て
い
る
が
、
水
道
料
金
は
県

内
３
番
目
に
高
く
、
更
な
る
改
善

や
工
夫
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

・�

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
度
に
は
資
金
不
足
が
見
込
ま

れ
る
の
で
、
今
後
、
資
金
不
足
を

解
消
す
る
工
夫
に
努
め
る
べ
き
で

あ
る
。

◇
通
学
路
の
安
全
対
策

調
査
内
容

　
現
在
、
指
定
し
て
い
る
通
学
路
の

危
険
個
所
等
の
点
検
状
況
を
調
査
し

た
。意見

　
児
童
生
徒
の
通
学
現
状
に
合
わ
せ

た
安
全
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
教
育
委
員
会
が
主
と
な
り
、
学

校
及
び
関
係
機
関
と
連
携
し
、
対
応

す
べ
き
で
あ
る
。

総 務 民 生 常 任 委 員 会
研
修
月
日

　
令
和
５
年
２
月
９
日
～
10
日

研
修
地

１　
千
葉
県
横よ

こ
し
ば
ひ
か
り

芝
光
町

２　
栃
木
県
益ま

し
こ子

町

視
察
項
目

１　
移
住
定
住
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
（
横
芝
光
町
）

　

横
芝
駅
前
の
情
報
交
流
館

「
ヨ
リ
ド
コ
ロ
」
に
移
住
定
住

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を�

開
設
し
、

移
住
者
を
「
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
と
し
て
採
用
し
、
運
営

を
行
っ
て
い
る
。

２　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
（
益
子
町
）

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
就

農
や
、
起
業
な
ど
に
関
す
る
総

合
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
か
ら
、「
ま
し
こ
農

の
学
校
」「
ま
し
こ
食
の
学
校
」

と
い
う
就
農
、
移
住
に
興
味
・

関
心
の
あ
る
方
向
け
に
体
験
事

業
の
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い

る
。

　

農
地
や
住
ま
い
な
ど
地
域
サ

ポ
ー
ト
体
制
は
充
実
し
つ
つ
あ
る

が
、
生
産
技
術
か
ら
流
通
販
売

ま
で
の
仕
組
み
づ
く
り
は
今
後
の

課
題
で
あ
る
。

ま
と
め

１�　
２
０
２
８
年
度
の
成
田
空

港
機
能
強
化
に
伴
い
、
空

港
内
外
で
関
係
従
業
員
約

６
万
７
千
人
の
増
加
が
見
込

ま
れ
、
こ
れ
を
町
内
へ
の
移

住
定
住
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら

え
、
計
画
を
進
め
て
い
る
。

　

�　
本
町
も
仙
台
空
港
か
ら
の

距
離
は
同
程
度
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
見
込
み
、
移
住
定
住
に

つ
な
が
る
政
策
を
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。

２�　
こ
れ
ま
で
の
協
力
隊
員
19

名
は
、
任
期
終
了
後
も
全
員

が
何
ら
か
の
形
で
地
元
に
定

住
し
て
い
る
。
本
町
に
お
い

て
も
、
協
力
隊
員
の
任
期
終

了
後
も
、
町
内
に
定
住
で
き

る
よ
う
な
総
合
的
な
支
援
が

必
要
で
あ
る
。

産 建 教 育 常 任 委 員 会
研
修
月
日

　
令
和
５
年
２
月
16
日
～
17
日

研
修
地

１　
茨
城
県
大だ

い
ご子

町

２　
福
島
県
南
相
馬
市

視
察
項
目
と
研
修
地
視
察

１　

学
校
給
食
費
の
無
料
化

（
大
子
町
）

　
平
成
20
年
４
月
に
児
童
生
徒

の
給
食
費
減
免
制
を
導
入
し
、

第
２
子
は
２
分
の
１
、
第
３
子

以
降
は
無
料
と
し
た
。
平
成
21

年
10
月
に
は
若
者
の
定
住
化
と

化
に
歯
止
め
を
か
け
、
地
域
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
子
育
て
支
援
策
の
１
つ
と
し

て
、
学
校
給
食
費
を
実
質
無
料

化
と
し
た
。

２　
学
校
給
食
費
無
償
化
（
南

相
馬
市
）

　
平
成
30
年
９
月
に
「
学
校
給

食
費
の
無
料
化
を
求
め
る
請
願

に
つ
い
て
」
が
出
さ
れ
、
市
議

会
に
お
い
て
、
趣
旨
採
択
。
そ

の
後
、
令
和
元
年
10
月
よ
り
地

元
産
米
相
当
額
の
支
援
を
経
て
、

令
和
４
年
４
月
か
ら
学
校
給
食

費
無
償
化
事
業
を
実
施
し
た
。

ま
と
め

１�　
人
口
減
少
対
策
の
一
環
で

あ
る
子
育
て
支
援
施
策
と
し

て
、
給
食
費
無
料
化
が
組
み

込
ま
れ
て
お
り
、
財
源
の
優

先
順
位
に
お
い
て
も
重
視
さ

れ
て
い
る
。
本
町
で
も
、
子

育
て
支
援
が
重
要
視
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
給
食
費
無

料
化
の
優
先
的
な
位
置
づ
け

が
必
要
で
あ
る
。

２�　
大
子
町
と
同
様
に
子
育
て

支
援
施
策
の
中
に
学
校
給
食

無
償
化
が
組
み
込
ま
れ
て
い

る
。
財
源
は
、
復
興
基
金
を

活
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
町
に
お
い
て
も
、「
子
育

て
す
る
な
ら
山
元
町
」
を
継

続
実
現
す
る
た
め
、
財
源
を

見
極
め
町
長
の
公
約
で
も
あ

る
給
食
無
償
化
の
実
現
を
目

指
す
べ
き
で
あ
る
。 上下水道事業所キャラクター

「タンクん。」

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告
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議 員 の 会 議 等 出 欠 状 況
令和５年１月１日～３月31日� 出席：○　　欠席：欠（病気等）・公（公務）　　員外：―

月 日 曜
日 開催会議名等

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

伊
藤
貞
悦

品
堀
栄
洋

岩
佐
秀
一

大
和
晴
美

渡
邊
千
恵
美

髙
橋
眞
理
子

竹
内
和
彦

遠
藤
龍
之

岩
佐
孝
子

阿
部
　
均

菊
地
康
彦

髙
橋
建
夫

岩
佐
哲
也

1

6 金 広報・広聴常任委員会 ― ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ○ ―

10 火 産建教育常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ― ―

16 月 広報・広聴常任委員会 ― ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ○ ―

17 火 県議長会議員講座 ○ ○ ― ― ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ―

18 水 総務民生常任委員会 ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ―

20 金 広報・広聴常任委員会 ― ― ― ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ○ ―

24 火
全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務民生常任委員会 ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ―

27 金 産建教育常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ― ―

31 火 亘理名取地区市町議会連絡協議会議員研修会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2

3 金 仙南・亘理議会議員合同研修会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 火
岩手県遠野市議会視察研修対応 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○

総務民生常任委員会 ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ―

9 木
優良市町村視察研修（総務民生常任委員会） ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ―

10 金

13 月 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 木
優良市町村視察研修（産建教育常任委員会） ― ○ ― ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ― ―

17 金

21 火 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 水 議会運営委員会 ○ ― ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ○ ○

第１回議会定例会（2/27・3/2.3.7.16） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 火 総務民生常任委員会 ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ―

3

予算審査特別委員会（3/7.8.9.10.13.14） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 金 広報・広聴常任委員会 ― ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ○ ―

15 水 産建教育常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ― ―

22 水 宮城県議会震災復興調査特別委員会視察対応 ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○

23 木 議会運営委員会 ○ ― ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ○ ○

24 金 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 水 広報・広聴常任委員会 ― ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ○ ―

議 長 交 際 費
区　分

１月 ２月 ３月

金額（円） 内　容 金額（円） 内　容 金額（円） 内　容

会　費 － 7,000 あぶくま青年会議所賀詞交換会 5,000 太平洋ブリーディング株式会社宮城農場落成祝賀会

慶　弔 － － －

その他 － 330 視察対応用消耗品 2,021 視察対応用お茶

合　計 － 7,330 7,021

○令和５年　第１回定例会　議案等の審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第54号 山元町環境と再生可能エネルギー発電設備設置事業との調和に関する条例【P16に記載】 可　決
（全会一致）

報告第１号 専決処分の報告について（工事請負契約金額の変更） 報　告

議案第１号 山元町障害者地域活動支援センター条例を廃止する条例【P16に記載】

可　決
（全会一致）

議案第２号 山元町国民健康保険条例の一部を改正する条例【P16に記載】

議案第３号 民法等の一部を改正する法律の一部の施行に伴う関係条例の整理に関する条例

議案第４号 山元町町営住宅条例の一部を改正する条例【P16に記載】

議案第５号 道路法施行令の一部を改正する政令の施行に伴う関係条例の整理に関する条例

議案第６号 公の施設の指定管理者の指定について
※山元町農水産物直売所「やまもと夢いちごの郷」

議案第７号 宮城県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び宮城県市町村職員退職手当組合規約
の変更について

議案第８号 宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等認定委員会を共同で設置する地方公共団体の数の減少及び宮城県
市町村等非常勤職員公務災害補償等認定委員会共同設置規約の変更について

議案第９号 宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審査会を共同で設置する地方公共団体の数の減少及び宮城県市町
村等非常勤職員公務災害補償等審査会共同設置規約の変更について

議案第10号 町道の路線廃止について

議案第11号 町道の路線認定について

議案第12号 令和４年度山元町一般会計補正予算（第７号）【P17に記載】

議案第13号 令和４年度山元町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

議案第14号 令和４年度山元町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

議案第15号 令和４年度山元町水道事業会計補正予算（第４号）

議案第16号 令和４年度山元町下水道事業会計補正予算（第４号）

議案第17号 令和５年度山元町一般会計予算【P4～ 5に記載】

議案第18号 令和５年度山元町国民健康保険事業特別会計予算

議案第19号 令和５年度山元町後期高齢者医療特別会計予算

議案第20号 令和５年度山元町介護保険事業特別会計予算

議案第21号 令和５年度山元町水道事業会計予算

議案第22号 令和５年度山元町下水道事業会計予算

同意第１号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて【P16に記載】 同　意

委発第１号 山元町議会の個人情報の保護に関する条例 可　決
（全会一致）

○請願・陳情の受理
陳情番号 件　　　　名 陳情者等の氏名 結　果

陳情第10号 令和５年度山元町補助金要望書 亘理山元商工会
会長　門澤　俊夫 配　布

陳情第11号 亘理山元商工会山元事務所震災復旧建設に係る要望書 亘理山元商工会
会長　門澤　俊夫 配　布

陳情第12号 日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺の子どもたちを取
り巻く空・水・土の安全の保障を求める陳情

コドソラ
代表：与那城　千恵美 配　布

陳情第１号 庁舎内における職員への政党機関紙の勧誘・配達・集金を自粛するよ
う求める陳情

宮城県民の暮らしと安全を守る会
代表　菊池　軌夫 配　布

審
議
結
果
一
覧
・
陳
情

審
議
結
果
一
覧
・
陳
情

議
会
活
動

議
会
活
動
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会　期：６月２日（金）～６月９日（金）
開　会：午前10時
本会議：６月２日・６日・７日・９日
　　　　（一般質問：６月６日･７日）

令和５年 第２回山元町議会定例会 （予定）

議会のホームページをご覧ください
山元町議会 検索

◇ ◇ ◇　お知らせ　◇ ◇ ◇

委
員
長　
岩
佐　
秀
一

副
委
員
長　
菊
地　
康
彦

委　
員　
渡
邊
千
恵
美

委　
員　
岩
佐　
孝
子

委　
員　
髙
橋　
建
夫

〈議会広報・広聴常任委員会〉

編
集
デ
ス
ク

　
議
会
だ
よ
り
は
、
議
会

の
活
動
を
広
く
町
民
の
皆

様
に
知
ら
せ
る
た
め
創
刊

さ
れ
、
今
回
の
発
行
で
通

算
200
号
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
町

民
及
び
関
係
者
の
皆
様
の

ご
協
力
、
助
言
を
い
た
だ

い
た
お
か
げ
で
あ
り
、
紙

面
を
お
借
り
し
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
最
近
の
話
題
に

触
れ
ま
す
と
、
３
月
に
行

わ
れ
た
第
５
回
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で

は
、
２
大
会
、
14
年
ぶ
り

に
日
本
が
優
勝
し
、
ス

ポ
ー
ツ
が
い
か
に
国
民
に

勇
気
と
希
望
を
与
え
る
か

改
め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
が

読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や

す
い
議
会
だ
よ
り
の
編
集

に
努
め
、
300
号
、
400
号
の

発
行
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
温
か
い
ご
支

援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
委
員
長　
岩
佐　
秀
一
）

笑顔の花を咲かせたい　　　華
は な

愛の会　代表　渡邊博孝

　震災以前は、常磐線沿線にはいちごハウスや田園風景があり、山下駅周辺に住宅地が広がっておりました。電
車の乗降時には「おはよう・行ってらっしゃい」「お帰り」という挨拶が交わされ田舎独特の温かい空気を感じホッ
としたものです。しかし、震災後は通学・通勤の交通手段がなくなり、多くの方が転出してしまいました。
　さらに、県道の東側は津波防災区域に指定、住居制限が行われ、農地整備はまだ進まず荒地・雑草地だらけに
なっています。少しでも多くの方が心安らげる場、足を運びたくなる場にしたいと、数年前から季節の花を植え
たり、桜の木200本を植樹する活動を行っています。
　JR常磐線跡沿いの牛橋・花釜交流センターや大地の塔周辺を中心に、牛橋区、花釜区の両行政区長を中心に
活動しており、今年の３月には、静岡県三島緑の会と日本沙漠緑化実践協会等の会員約30人が来町し、ミシマ
ザクラ、カワズザクラなどを一緒に植樹しました。
　震災後、多くの方が足を運んでくださる慰霊碑「大地の塔」には、季節の花々が植えられ、桜も植樹されました。
数年後には、花が咲き住民を始め多くの皆様の心に花が咲き、ニコニコとした笑顔が溢れることでしょう。震災
から10年経過した現在もボランティアなどでご支援いただいている皆様へ「ありがとうございます。」という感
謝の心を忘れずに歩んでいきます。
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